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○ 社員が職場におけるセクシュアルハラスメントを行った場合は、
就業規則に基づき処分されることがあります。
セクシュアルハラスメント行為者には厳正に対処します。

就業規則第　　　　　　　　条に基づき、次の要素を総合的に判断し、処分を決定します。

①行為の具体的態様（時間・場所（職場か否か）・内容・程度）
②当事者同士の関係（職位等）

③被害者の対応（告訴等）・心情等
職場におけるセクシュアルハラスメントに関する相談窓口は･･･

○　○　　課　　○　○　　（内線　　　　　、ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　　　　　　　　）(男性)

○　○　　課　　○　○　　（内線　　　　　、ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　　　　　　　　）(女性)

職場におけるセクシュアルハラスメントに関する相談は、電話、メールでも受け付けますので、一人で悩まずにご相談ください。また、上記１（１）にあたるかどうか微妙な場合も含め、広く相談に対応し、事案に対処します。
○相談には公平に、相談者及び行為者のプライバシーを守って対応します。
○相談者はもちろん、事実関係の確認に協力した方に不利益な取扱いは行いません。安心してご相談ください。
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１　わが社はセクシュアルハラスメントを許しません！


すべての社員は、職場内において次にあげる行為を行ってはなりません。


性的な発言（性的な冗談、性的なからかい、性的な質問、性的な噂の流布　等）


性的な行動（わいせつ図画の閲覧・配付・掲示、身体への不必要な接触、交際・性的な関係の強要　等）


性的な言動により社員等の就業意欲を低下させ、能力発揮を阻害する行為


性的な言動に対して拒否等を行った部下等社員に対する不利益取扱


部下である社員がセクシュアルハラスメントを受けている事実を認めながら、これを黙認する行為





 この方針の対象は、正社員、パート・アルバイト、派遣社員、当社において働いている方すべて、また、顧客、取引先の社員の方等も含みます。同性に対する行為も対象となります。相手の立場に立って、普段の言動を振り返り、セクシュアルハラスメントのない、快適な職場にしましょう。


また、性別役割分担意識に基づく言動は、セクシュアルハラスメントの発生の原因や背景となることがありますので、注意しましょう。











　　　

















事業所名丸々○○丸　　　々　丸々○　　　　　　平成　　　年　　　月　　　日









